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例を喉頭鏡所見、レ線 laryngogram ， tomogram，手術所見、喉頭摘出標本を検討して病理形態学的に
進展範囲を調べ、病理組織学的には大切片連続標本として前額面を主に、矢状面、水平面も作製し、


























では 5~7 ヶ月、前連合型は 1 年、前方進展型は 1 年半、下方進展型は l 年 3 ヶ月 ~2 年、両側進展
型は 1 年10ヶ月 ~2 年 5 ヶ月、晩期型は 2 年半以上であった。




















型、両側進展型、晩期型になると expo:1 ential に増大している傾向があった。
102 -
